
・高速インターネット社会
・グローバル化の加速
・温暖化や環境汚染の拡大
・地震や豪雨といった自然災害
　の増加
・人口減少社会
・医療・介護システムの進化
・キャッシュレス化
・ＡＩやロボットの活躍
・自動運転やドローン（小型
　無人機）を活用した交通や
　物流の拡大
・複雑で予測困難な時代

子どもたちが生きる未来は？

◆市内に在籍する児童・生徒数【表１】
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口　
（平成 30（2018）年推計）」（出生中位・死亡中位仮定）　

◆市内の子ども（０歳～ 14歳）の推計人口【表２】

668

803

353

234

27

118

247 216

547

153

396

269

386

808

214

137

30

92

181

119

311

90

472

153

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900
（単位：人）

（単位：人）

西脇小 重春小 日野小 比延小 双葉小 芳田小 楠丘小 桜丘小 西脇中 西脇東中西脇南中黒田庄中

出典：学校基本調査（各年５月１日現在）　平成20年度

令和元年度

広報にしわき　令和2年2月号広報にしわき　令和2年2月号5 4

学
校
教
育
の〝
い
ま
〞と〝
こ
れ
か
ら
〞

学
校
教
育
の〝
い
ま
〞と〝
こ
れ
か
ら
〞

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

未
来
を
生
き
抜
く
力
を
つ
け
る
た
め
の
学
校
の
か
た
ち

未
来
を
生
き
抜
く
力
を
つ
け
る
た
め
の
学
校
の
か
た
ち

学
校
教
育
の
〝
い
ま
〞

　

縮
む
学
校
規
模
と
集
団

　　

表
１
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校

に
在
籍
す
る
児
童
数
と
生
徒
数
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

西
脇
市
に
は
８
校
の
小
学
校
と

４
校
の
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
学
校
に
約
２
千
人
の
小
学
生
と
、

約
千
人
の
中
学
生
が
在
籍
し
、
各

小
・
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
と
平
成
20
年
度
を
比
較

す
る
と
、
小
学
校
で
は
約
７
０
０

人
と
23
学
級
が
、
中
学
校
で
は
約

３
０
０
人
と
10
学
級
が
減
っ
て
い

ま
す
。

　

表
２
は
、
今
後
25
年
間
に
お
け

る
市
内
の
子
ど
も
（
０
歳
〜
14

歳
）
の
推
計
人
口
を
表
し
た
も
の

で
す
。
25
年
後
の
令
和
27
年
に
は

約
３
千
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、

今
年
か
ら
約
１
，７
０
０
人
減
少

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
出
生
数
は
平
成

27
年
度
ま
で
３
０
０
人
台
で
推
移

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度

に
３
０
０
人
台
を
下
回
り
、
平
成

30
年
度
は
２
４
１
人
に
。
平
成
24

年
度
と
比
較
す
る
と
、
80
人
減
っ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
数
が
減
る
と
、
学
級

数
の
減
少
や
学
級
規
模
の
縮
小
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
集
団
活
動

や
学
校
行
事
に
も
影
響
が
生
じ
ま

す
。
ま
た
、
班
や
グ
ル
ー
プ
で
の

活
動
も
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。

中
学
校
で
は
部
活
動
の
運
営
が
難

し
く
な
り
、
廃
部
や
部
活
動
の
合

同
運
営
に
な
る
場
合
も
生
じ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
人
数
の
減
少
が

進
む
と
、
複
式
学
級
（※

注
）
編

成
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
が
減
る
と
、

学
校
運
営
や
教
育
活
動
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

※

複
式
学
級…

複
数
の
学
年
を
１

つ
に
編
成
し
た
学
級
。
法
律
に
定

め
ら
れ
た
人
数
を
下
回
る
と
、
複

式
で
の
学
級
編
成
に
な
り
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
膨
ら
む
教
育
課
題

　　

小
学
校
で
は
令
和
２
年
度
か
ら

外
国
語
の
授
業
が
義
務
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

積
極
的
な
活
用
や
論
理
的
思
考
の

育
成
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
が
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
が
よ
り
高
度
化
し
、

専
門
的
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
人

権
や
環
境
、
防
災
と
い
っ
た
課
題

教
育
へ
の
対
応
や
、
い
じ
め
や
不

登
校
に
関
す
る
子
ど
も
へ
の
生
活

指
導
・
教
育
相
談
、
地
域
行
事
へ

の
参
加
な
ど
、
学
校
が
担
う
業
務

は
膨
ら
み
続
け
て
い
ま
す
。　

学
校
教
育
の
〝
こ
れ
か
ら
〞

子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
未
来

　　

子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
未
来
は

ど
ん
な
未
来
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
が
目
指
す
未
来
社
会
は
情

報
社
会
に
続
く
も
の
し
て
、
超
ス

マ
ー
ト
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５

・
０
）
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
来
社
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
技
術
革
新
の
一
層
の
進

歩
に
よ
り
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
、
人
間
の
可
能
性
を
広
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
る
社
会
と
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
未
来
は
急
速
で
複

雑
な
社
会
変
化
を
伴
い
、
予
測
困

難
な
時
代
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

 

未
来
を
生
き
抜
く
力

　　

平
成
29
年
に
告
示
さ
れ
た
学
習

指
導
要
領
（
国
が
定
め
た
教
育
の

方
向
性
を
示
す
も
の
）
に
は
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
必
要
な

資
質
・
能
力
と
し
て
、
次
の
３
点

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
生
き
て
働
く（
社
会
で
役
に
立

つ
）知
識
・
技
能

②
未
知
の
こ
と
に
も
対
応
で
き
る

力（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
）

③
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ

う
と
す
る
力（
学
び
に
向
か
う
力
）

　

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
ら
の
資
質

・
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、

▼
自
ら
考
え
る
こ
と
（
主
体
的
な

学
び
）
▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
考
え
る
こ
と
（
対
話
的

な
学
び
）
▼
問
題
を
見
い
出
し
、

解
決
策
を
考
え
る
こ
と
（
深
い
学

び
）
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
学

校
と
い
う
学
び
の
環
境
を
整
備
し

直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
近
年
、
新
し
い

時
代
を
見
据
え
た
教
育
指
導
体
制

と
し
て
、
小
学
校
へ
の
教
科
担
任

制
の
導
入
や
、
小
・
中
学
校
が
連

携
を
強
化
し
、
連
続
し
た
つ
な
が

り
の
あ
る
教
育
を
推
し
進
め
て
い

ま
す
。 

　

よ
り
良
い
社
会
・
豊
か
な
人

生
の
創
り
手
を
育
む
た
め
に

　　

本
市
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
環

境
の
変
化
か
ら
生
じ
る
課
題
を
克

服
し
、
新
し
い
時
代
を
よ
り
良
い

社
会
・
豊
か
な
人
生
の
創
り
手
と

し
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
学
校
の
規
模
や
配
置
な
ど
を

考
え
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境
と

教
育
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 

学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
に

　　

市
で
は
学
校
の
適
正
な
学
習
環

境
の
規
模
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、

令
和
２
年
度
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
て
い
く
場
を
設
け
、

市
の
方
針
な
ど
を
ま
と
め
て
い
き

ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
、

学
校
関
係
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

を
重
ね
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
「
学
校
教
育
の〝
い
ま
〞

と
〝
こ
れ
か
ら
〞」
に
つ
い
て
、

広
報
に
し
わ
き
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
合
せ　

教
育
総
務
課
（
市
役

所
内
線
５
３
９
）、
学
校
教
育
課

（
市
役
所
内
線
５
２
６
）




